
「
ヴ
ィ
ク
ト
リ
ア
ン
・
ヌ
ー
ド
―
―
19
世
紀
英
国
の
モ
ラ
ル
と
芸
術
」展
を
終
え
て
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ま
た
、
七
月
二
十
八
日
か
ら
五
日
間
、
小
学

四
・
五
・
六
年
生
を
対
象
に
、
本
学
芸
術
情
報

セ
ン
タ
ー
内
施
設
で
本
学
教
官
と
大
学
院
生
の

指
導
に
よ
り
、『
第
三
回
大
型
Ｃ.

Ｇ.

プ
リ
ン
ト

制
作
実
習
〝
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
で
大
き
な
絵
を
描

こ
う
〞
』
が
行
わ
れ
、
八
月
に
は
自
分
た
ち
よ

り
も
大
き
な
サ
イ
ズ
の
プ
リ
ン
ト
（1

×1.5M

ほ
ど
）
に
出
力
し
た
作
品
を
学
内
施
設
で
一
般

公
開
し
た
。
現
在
は
本
学
の
芸
術
情
報
セ
ン
タ

ー
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジhttp://w

w
w
.geidai.ac.jp/

am
c/

に
お
い
て
公
開
中
。

◆
平
成
十
五
年
度
公
開
講
座
、

今
年
も
好
評
の
う
ち
に
終
了

東
京
芸
術
大
学
公
開
講
座
は
、
本
学
が
も
っ

て
い
る
専
門
的
・
総
合
的
な
芸
術
教
育
機
能
を

活
用
し
、
広
く
社
会
に
学
習
の
機
会
を
提
供
し

て
い
る
も
の
で
、
七
月
か
ら
九
月
に
か
け
て
、

上
野
校
地
で
「
陶
芸
教
養
講
座
」「
お
箏
を
楽

し
く
」
な
ど
十
六
講
座
、
取
手
校
地
で
は
「
ス

テ
ン
ド
グ
ラ
ス
」
な
ど
四
講
座
を
開
講
し
た
。

本
学
の
公
開
講
座
は
人
気
が
高
く
、
募
集
開
始

前
か
ら
多
く
の
問
い
合
わ
せ
が
あ
り
、
六
講
座

で
は
定
員
を
オ
ー
バ
ー
し
、
実
技
講
座
と
い
う

性
格
上
、
や
む
な
く
抽
選
を
行
っ
た
。

◆
伝
統
音
楽
研
修
会
を
開
催
、

成
果
の
発
表
は
奏
楽
堂

八
月
二
十
日
、
文
部
科
学
省
、
東
京
芸
術
大

学
共
催
に
よ
る
平
成
十
五
年
度
伝
統
音
楽
研
修

会
の
実
技
研
修
が
、
本
学
音
楽
学
部
邦
楽
科
教

官
を
講
師
と
し
て
音
楽
学
部
校
舎
に
お
い
て
行

わ
れ
た
。
五
種
類
の
和
楽
器
の
グ
ル
ー
プ
に
分

か
れ
、
研
修
の
最
後
に
は
、
奏
楽
堂
に
お
い
て

合
同
演
奏
に
よ
る
成
果
の
発
表
が
行
わ
れ
た
。

「
伝
統
音
楽
研
修
会
」
は
、
学
習
指
導
要
領
に

お
け
る
伝
統
音
楽
に
関
す
る
教
育
が
円
滑
に
実

運
　
営

NEWS
2003.8～
2003.10

世
界
的
に
有
名
な
ロ
ン
ド
ン
の
テ
イ
ト
・
ブ
リ
テ

ン
企
画
の
世
界
巡
回
展
「
ヴ
ィ
ク
ト
リ
ア
ン
・
ヌ
ー

ド
」
展
が
、
五
月
二
十
四
日
か
ら
八
月
三
十
一
日
ま

で
本
学
大
学
美
術
館
に
お
い
て
開
催
さ
れ
た
。
産
業

革
命
に
よ
り
、
未
曾
有
の
経
済
的
繁
栄
を
誇
っ
た
ヴ

ィ
ク
ト
リ
ア
女
王
時
代
（
一
八
三
七
〜
一
九
○
一
）

の
イ
ギ
リ
ス
社
会
で
、
裸
体
画
が
道
徳
的
観
点
か
ら

「
ヴ
ィ
ク
ト
リ
ア
ン
・
ヌ
ー
ド
」展
の
意
義

◆
ウ
ズ
ベ
キ
ス
タ
ン

芸
術
ア
カ
デ
ミ
ー
交
流

記
念
写
真
展
開
催

本
学
と
ウ
ズ
ベ
キ
ス
タ
ン
芸
術
ア
カ
デ
ミ
ー

と
の
交
流
を
記
念
し
た
写
真
展
「E

tudes
of

G
reat

S
ilk
R
oad

」
が
、
七
月
二
九
日
〜
八

月
八
日
ま
で
、
大
学
美
術
館
陳
列
館
に
お
い
て

開
催
さ
れ
た
。
写
真
（
三
○
点
）
は
、
同
ア
カ

デ
ミ
ー
ク
ズ
ィ
エ
フ
総
裁
が
、
シ
ル
ク
ロ
ー
ド

の
各
地
を
旅
行
し
た
際
に
撮
影
し
た
も
の
で
、

同
氏
か
ら
本
学
に
寄
贈
さ
れ
た
も
の
を
展
示
し

た
。

◆
大
学
等
地
域
開
放
特
別
事
業
、

二
事
業
を
開
催
、
成
果
を
展
示

第
二
回
「
夏
休
み
親
子
で
漆
芸
体
験
〝
漆

を
金
と
貝
で
飾
る
〞
」
作
品
展
が
、
十
月
十
日

か
ら
六
日
間
、
と
り
で
ア
ー
ト
ギ
ャ
ラ
リ
ー
き

ら
り
（
茨
城
県
取
手
市
）
に
お
い
て
開
催
さ
れ

た
。
小
学
二
・
三
年
生
が
、
漆
を
金
と
貝
で
飾

っ
て
制
作
し
た
絵
画
作
品
を
、
保
護
者
の
作
品

と
一
緒
に
展
示
公
開
し
た
。
こ
の
体
験
講
座
は
、

本
学
取
手
校
地
塗
装
造
形
工
房
が
、
平
成
十
五

年
度
大
学
等
地
域
開
放
特
別
事
業
と
し
て
八
月

に
実
施
し
た
も
の
。 交

　
流

の
批
判
を
受
け
な
が
ら
も
、
芸
術
と
し
て
成
熟
し
、

発
展
し
て
い
っ
た
過
程
を
明
ら
か
に
し
た
。
芸
大
な

ら
で
は
の
企
画
と
賞
賛
さ
れ
た
一
方
で
、
写
真
、
映

像
も
紹
介
し
た
こ
と
に
対
す
る
賛
否
両
論
の
な
か
、

全
般
的
に
は
概
ね
好
意
を
も
っ
て
受
け
入
れ
ら
れ
た
。

期
間
中
の
入
場
者
数
は
約
九
万
人
。

こ
の
展
覧
会
は
、
大
学
美
術
館
の
展
示
室
１
、
２
、

３
を
用
い
、
油
彩
画
を
中
心
と
し
な
が
ら
素
描
、
写

真
、
そ
し
て
珍
し
い
二
○
世
紀
初
頭
の
短
編
映
画
を

含
む
九
九
点
を
展
示
し
て
、
英
国
ヴ
ィ
ク
ト
リ
ア
朝

に
お
け
る
裸
体
芸
術
開
花
の
様
相
を
知
る
こ
と
が
で

き
る
よ
う
に
し
た
。
こ
の
企
画
は
英
国
近
代
美
術
の

蒐
集
で
有
名
な
ロ
ン
ド
ン
の
テ
イ
ト
美
術
館
が
立
案

し
、
ロ
ン
ド
ン
か
ら
ミ
ュ
ン
ヘ
ン
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク

へ
と
巡
回
し
た
も
の
で
あ
る
。
日
本
で
は
東
京
に
先

ん
じ
て
二
月
か
ら
五
月
初
旬
に
か
け
て
神
戸
市
立
博

物
館
で
開
催
さ
れ
た
が
、
日
本
展
の
構
成
と
図
録
編

集
は
芸
大
美
術
館
に
任
さ
れ
た
。

印象主義も登場する最終セクション

小
野
寺
玲
子
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の
作
曲
家
が
参
加
、
六
○
人
の
海
外
演
奏
家
が

来
日
。

◆
大
学
美
術
館
収
蔵
品

デ
ー
タ
ベ
ー
ス
公
開
中

東
京
芸
術
大
学
で
は
そ
の
収
蔵
品
を
、
教

育
・
研
究
の
た
め
の
資
料
と
し
て
「
芸
術
資
料
」

と
呼
ん
で
お
り
、
現
在
に
至
る
ま
で
こ
の
目

的
に
そ
っ
て
行
わ
れ
て
き
た
収
集
に
よ
っ
て
、

今
日
で
は
指
定
物
件
（
国
宝
・
重
要
文
化
財
）

四
一
点
を
含
む
、
約
四
万
五
○
○
○
点
と
い

う
日
本
有
数
の
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
が
形
成
さ
れ
て

い
ま
す
。
今
年
の
三
月
三
十
一
日
、
本
学
の
大

学
美
術
館
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジhttp://w

w
w
.gei-

dai.ac.jp/m
useum

/

に
、
二
万
四
五
○
○
件

の
作
品
情
報
、
二
二
○
○
件
の
画
像
を
試
験
的

に
公
開
し
、
九
月
末
ま
で
の
六
カ
月
間
に
約
一

万
二
○
○
○
件
の
ア
ク
セ
ス
が
あ
っ
た
。
今
後

も
、
随
時
、
公
開
情
報
を
増
や
し
て
い
く
予
定
。

◆
ア
ー
ト
イ
ン
ス
ペ
ー
ス

宇
宙
開
発
事
業
団
と
の

共
同
研
究
成
果
発
表

十
月
十
八
日
、
本
学
美
術
学
部
絵
画
棟
石
膏

室
に
お
い
て
〝
東
京
藝
術
大
学
・
宇
宙
開
発
事

業
団
と
の
共
同
研
究
「
ア
ー
ト
イ
ン
ス
ペ
ー

ス
」
地
球
・
人
間
・
宇
宙
に
向
け
た
芸
術
の
新

た
な
る
視
座
〞
の
成
果
発
表
が
行
わ
れ
た
。
当

日
は
研
究
発
表
の
あ
と
、
宇
宙
飛
行
士
向
井
千

秋
氏
を
迎
え
、
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
が
行
わ
れ
た
。

こ
の
研
究
は
、
本
学
十
七
名
、
事
業
団
五
名

の
体
制
に
よ
り
、
創
作
活
動
な
ど
の
芸
術
の
視

点
か
ら
、
国
際
宇
宙
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
を
人
文
社

会
学
的
観
点
か
ら
利
用
し
、
人
類
が
新
た
な
自

然
観
・
人
間
観
・
世
界
観
を
共
有
す
る
契
機
に

な
る
こ
と
の
可
能
性
に
つ
い
て
、
平
成
十
二
年

か
ら
三
年
間
に
わ
た
り
「
宇
宙
茶
室
」
を
始
め

と
し
た
五
つ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
よ
り
追
究
し

た
。

施
さ
れ
る
よ
う
全
国
の
教
育
委
員
会
指
導
主
事

や
指
導
的
立
場
に
あ
る
音
楽
教
員
を
対
象
と
し

て
実
施
し
て
お
り
、
本
学
が
実
技
研
修
を
担
当

し
た
も
の
。

◆
〜
藝
大
21
〜『
ア
ジ
ア
音
楽
祭

２
０
０
３
in
東
京
』を
招
致

本
学
演
奏
芸
術
セ
ン
タ
ー
主
催
の
新
企
画
、

〜
藝
大
21
〜
で
は
、
ア
ジ
ア
の
音
楽
の
独
自
性

と
可
能
性
に
フ
ォ
ー
カ
ス
を
合
わ
せ
、『
ア
ジ

ア
音
楽
祭
２
０
０
３
in
東
京
』
を
本
学
に
招

致
し
た
。
九
月
十
八
日
に
講
義
室
、
第
六
ホ
ー

ル
を
利
用
し
、
台
湾
の
作
曲
家
、
周
文
中
氏
に

よ
る
基
調
講
演
、
ア
ジ
ア
を
代
表
す
る
作
曲
家

た
ち
に
よ
り
〈
音
楽
の
独
自
性
〉
に
つ
い
て
討

論
が
行
わ
れ
、
ア
ジ
ア
各
国
の
音
大
生
の
作
品

が
発
表
さ
れ
た
。
ま
た
、
本
学
奏
楽
堂
に
お
い

て
芸
大
フ
ィ
ル
ハ
ー
モ
ニ
ア
よ
る
「
ア
ジ
ア
の

協
奏
曲
」
が
開
催
さ
れ
、
ア
ジ
ア
の
民
族
楽
器

と
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
の
共
演
の
醍
醐
味
溢
れ
る
演

奏
会
と
な
っ
た
。

『
ア
ジ
ア
音
楽
祭
２
０
０
３
in
東
京
』
は
文

化
庁
国
際
交
流
事
業
の
一
環
と
し
て
、
ア
ジ
ア

の
創
作
の
現
在
・
過
去
・
未
来
、
欧
州
の
音
楽

家
と
の
交
流
な
ど
を
縦
横
に
か
ら
ま
せ
、「
ア

ジ
ア
の
伝
統
と
現
代
の
融
合
」
を
テ
ー
マ
に
九

月
十
七
日
か
ら
二
十
三
日
ま
で
演
奏
会
や
講
演

会
が
都
内
で
開
か
れ
た
。
二
○
カ
国
一
五
○
人

ヌ
ー
ド
自
体
は
芸
術
に
お
い
て
伝
統
的
主
題
で
あ

る
が
、
こ
れ
を
展
覧
会
の
テ
ー
マ
と
し
て
正
面
に
据

え
、
写
真
や
映
画
と
い
っ
た
当
時
の
先
端
メ
デ
ィ
ア

で
あ
る
と
と
も
に
い
わ
ゆ
る
「
ハ
イ
・
ア
ー
ト
」
外

の
領
域
も
視
野
に
入
れ
た
取
り
組
み
は
、
先
鋭
的
と

い
っ
て
よ
い
。
テ
イ
ト
美
術
館
と
芸
大
美
術
館
と
の

仲
を
と
り
も
っ
た
の
は
毎
日
新
聞
社
で
あ
る
が
、
こ

の
大
胆
な
企
画
を
招
来
し
た
慧
眼
と
英
断
に
敬
意
を

表
し
た
い
。
ま
た
、
ロ
ン
ド
ン
で
も
ま
だ
準
備
中
の

段
階
で
テ
イ
ト
の
立
案
者
本
人
と
接
触
す
る
機
会
を

得
た
こ
と
も
幸
運
で
あ
っ
た
。
世
界
巡
回
展
と
い
っ

て
も
す
べ
て
同
じ
作
品
を
輸
送
・
展
示
す
る
の
は
叶

わ
な
い
の
が
普
通
で
あ
る
。
そ
の
点
、
日
本
に
お
け

る
出
品
リ
ス
ト
に
つ
い
て
早
く
か
ら
直
接
交
渉
す
る

こ
と
で
、
質
の
高
い
作
品
を
確
保
す
る
と
と
も
に
日

本
の
観
客
に
と
っ
て
理
解
し
や
す
い
構
成
に
す
る
こ

と
が
で
き
た
。
人
に
よ
っ
て
ジ
ェ
ン
ダ
ー
や
帝
国
主

義
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
問
題
を
意
識
し
な
が
ら
見
る
こ

と
も
で
き
る
、
有
意
義
な
内
容
で
あ
っ
た
と
思
う
。

国
際
的
に
一
流
の
美
術
館
と
の
共
同
作
業
は
、
美

術
館
ス
タ
ッ
フ
に
と
っ
て
学
ぶ
こ
と
の
多
い
貴
重
な

機
会
で
あ
る
だ
け
で
な
く
、
世
界
に
芸
大
を
認
知
し

て
も
ら
う
好
機
で
も
あ
る
。
撤
収
作
業
立
ち
会
い
の

た
め
来
日
し
て
い
た
テ
イ
ト
の
ス
タ
ッ
フ
た
ち
は
、

芸
術
祭
の
御
輿
が
日
々
で
き
あ
が
っ
て
い
く
様
子
を

興
味
深
げ
に
観
察
し
て
い
た
し
、
気
に
入
っ
て
持
っ

て
い
っ
た
芸
術
祭
ポ
ス
タ
ー
が
、
テ
イ
ト
館
内
の
ど

こ
か
に
貼
ら
れ
て
い
る
か
と
想
像
す
る
の
も
愉
快
で

あ
る
。
こ
う
し
た
経
験
を
積
み
重
ね
る
こ
と
で
、
美

術
館
と
し
て
研
究
お
よ
び
成
果
発
表
の
実
力
を
磨
い

て
い
き
た
い
も
の
で
あ
る
。
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
の
歴
史

の
古
さ
で
は
、
ヴ
ィ
ク
ト
リ
ア
朝
に
成
立
し
た
テ
イ

ト
美
術
館
に
決
し
て
ひ
け
を
と
ら
な
い
の
だ
か
ら
。

（
お
の
で
ら
・
れ
い
こ
／
大
学
美
術
館
助
手
）




